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七
工
区
溝

〔蓮
力
〕

②

　

「
＜
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妙
□
」
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黛
溢
　
ｏ露

①
は
五
輪
塔
形
の
頭
部
を
も
つ
六
〇
釦
を
超
え
る
板
塔
婆
で
あ
る
。
三
片
に

分
か
れ
直
接
は
接
続
し
な
い
。
ま
た
、
上
端
と
下
端
は
欠
損
す
る
。
側
溝
内
で

の
滞
水
期
間
が
長
期
に
及
ん
だ
た
め
か
、
墨
痕
の
遺
存
状
態
は
劣
悪
で
あ
る
。

裏
面
に
は
南
無
阿
弥
陀
佛
の
名
号
が
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
推
定
の
域

を
出
な
い
が

「仏
」
字
の
下
部
に
は
供
養
者
名
な
ど
が
続
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

②
は
五
輪
塔
形
の
小
型
板
塔
婆
で
あ
る
。
五
輪
頭
部
の
上
端
は
欠
損
。
板
状

部
の
ほ
ぼ
中
央
に
径
四
剛
の
円
孔
が
穿
た
れ
る
。
七
本
塔
婆
の
横
木
な
い
し
塔

婆
堂
に
直
に
打
ち
付
け
る
た
め
の
円
孔
で
あ
ろ
う
。
「妙
蓮
の
奉
為
に
」
と
読

め
、
妙
蓮
は
被
供
養
者
の
女
性
の
法
名
と
思
わ
れ
る
。
反
対
面
に
も
名
号
が
記

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
板
塔
婆
の
出
土
遺
構
と
そ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
調
査
担
当
者
の
若

松
博
恵
氏
の
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

東
大
阪
市
教
育
委
員
会

『鬼
虎
川
遺
跡
第
五
三
次
発
掘
調
査
報
告
』
０
一〇

〇
四
年
刊
行
予
定
）

（菅
原
章
太
）

な
か

の

大
阪
。中
野
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
四
條
畷
市
中
野
本
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
一
一
月
１

一
九
九
二
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
四
條
畷
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
村
上
　
始

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
―
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

中
野
遺
跡
は
、
生
駒
山
系
か
ら
西
へ
派
生
す
る
段
丘
の
西
端
か
ら
平
野
部
に

か
け
て
所
在
し
、
東
西
人
Ｏ
Ｏ
ｍ
南
北
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
範
囲
が
古
墳
時
代
中
期
か

ら
室
町
時
代
ま
で
の
集
落
跡
と

し
て
周
知
さ
れ
て
い
る
。
今
回

の
調
査
は
、
四
條
畷
市
役
所
東

別
館
新
築
工
事
に
伴
う
も
の
で
、

調
査
面
積
は
七
四
人
ポ
で
あ
る
。

Ｄ

検
出
し
た
遺
構
は
、
掘
立
柱
建

立Ｈ釉

物

・
土
坑

・
溝

・
井
戸
三
基
な

斯
ど
であ
る
。
木
簡
は
、
そ
のう

ち

一
基
の
井
戸
内
に
設
置
さ
れ



て
い
た
曲
物
で
あ
る
。

井
戸
の
掘
形
は
直
径
約
三

・
三
ｍ
の
円
形
で
あ
る
。
井
戸
枠
の
形
態
は
、　
一

辺
約

一
ｍ
の
正
方
形
に
な
る
よ
う
に
、
残
存
長
約

一
。
三
ｍ
幅
約

一
五
伽
厚
さ

約
○

・
五
側
の
板
材
数
十
枚
を
縦
方
向
に
立
て
、
そ
れ
ら
の
押
さ
え
と
し
て
角

材
を
支
柱
や
横
桟
木
と
し
て
三
段
以
上
組
ん
だ
方
形
縦
板
型
で
あ
る
。
井
戸
底

の
中
心
に
は
山
物
が

一
段
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
曲
物
に
墨
書
が
施
さ
れ
て

い
た
。

井
戸
内
か
ら
は
、
土
師
器
皿

・
瓦
器
椀

。
青
白
磁
合
子
蓋

・
砥
石

。
須
恵
器

練
り
鉢
な
ど
が
出
土
し
た
。
い
ず
れ
も

一
二
世
紀
末
頃
か
ら

一
三
世
紀
前
半
頃

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
井
戸
以
外
の
遺
構
か
ら
の
出
土
遺
物
と
し
て
は
、
緑

釉
陶
器

・
黒
色
土
器
な
ど
の
土
器
類
の
他
、
溝
か
ら
出
土
し
た
銅
製
巡
方
、
長

年
大
宝

・
明
道
元
宝
な
ど
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

の
渡
辺
晃
宏
氏
、
中
村

一
郎
氏
の
ご
協
力
を
得
た
。

槍
材
の
曲
物
で
、
墨
書
は
側
板
の
外
面
に
書
か
れ
て
い
る
。
下
端
部
に
直
径

二
ｍｍ
の
円
孔
が
等
間
隔
に
開
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蒸
し
器
な
ど
を
転
用

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
応
保
二
年
は

一
一
六
二
年
に
あ
た
り
、
遺
物
の
年

代
か
ら
考
え
て
、
井
戸
枠
に
転
用
さ
れ
る
前
の
墨
書
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
釈
読
及
び
赤
外
線
写
真
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所

「如
月
十
日

應
保
二
年
」
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枷
ｏ
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（村
上
　
始
）
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